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第5回

＊当日都合の悪い人は、事前にご相談ください。＊志望高校のことなど、わからないことは遠慮なくご相談ください。

●第５回模試返却は１月下旬です。判定や偏差値など、今後の学習に活用ください。

（中３ ： 英語リスニングあり）

広島県内 日程・対象
１２月３０日月 ：中学３年生

１２月２８日土 ：中学１・２年生の希望者

まもなく12月。 気がつけば今年も残すところ１か月となりました。 現在中学３年生は、 入試に

向けての傾向対策を始めています。 間近に迫った冬期講習会は、 受験生にとっては欠かすこと

のできない大切な最後の講習です。 また受験生以外の学年も、 これまで学んでき

た分野の復習や、 次の単元の先取りなどに取り組む時期ともなります。 これまでに

学んできたことをどれだけ理解しているか再度確認し、 苦手分野を探し出しましょう。

その部分を理解できるようにすることは、 これから先の学習に繋がっていきます。

日に日に寒さが増しています。風邪などひかないよう、手洗い・うがいなど予防に努めてください。

科目 英・数・国・理・社

中学３年生は受験科目の総復習を行います。 ま

た、 今年度最後の模擬試験も行います。 （冬期講

習会の詳しい日程は別紙にて配布いたします。）

※中１ ・ 中２の生徒は、 通常授業内にて、 冬期テ

キストを用いてこれまでの復習を行います。

上記期間は、 通常営

業はお休みとさせていた

だきます。

冬期講習会のお知らせ 年末年始休業期間

塾生と保護者のみなさまへのお便り

定期テスト結果

小6中1

英検５級合格理科４位

中1

作品が展示されました
（アステールプラザ） （約180人中）

１２月３１日火～１月５日日
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理 科

英 語

広島の入試が全国レベルで難しくなったといわれた２０１６年度の高校入試から、 ５回

目の入試を迎えます。 この４年間は、 問題が極端に難しい年、 以前の暗記型の傾向に

戻してきた年と、 多少の振れ幅はありましたが、 難易度はほぼ落ち着いてきているようで

す。 記述問題 ・ 対話文の出題は、 大学入試の新しい流れと一致しているので、 今後も

出題形式は変わらないと思われます。

偏差値 ： 特進４７ ・ 進学４４　

所在地 ： 広島市西区観音新町４－１２－５

コース・定員 ：

普通科 【特進フロンティア （２０人）・特進 （４０人）・

進学 （選抜クラス） （４０人）・進学 （１８０人）】

情報会計科４０人・工学科７０人

山陽高等学校

令和２年度から工学科を共学とし、 全科共学の高等学校となる。 新校舎建設、 新人工芝のグラウンド ・

大型新体育館の完成、 全教室に電子黒板を導入するなど、 教育環境の充実を図る。

普通科は、 国公立大学合格を目指す 「特進フロンティアコース」 と、 勉強とクラブを両立する 「特進コー

ス」 ・ 「進学コース （選抜クラス）」 ・ 「進学コース」 の４コースである。 「特進フロンティアコース」 は、 駿

台予備校のサポートを無料で受けることができる。 進学コースは、 「保健医療コース」・「みらい教育コース」

を対象に広島国際大学と、 高大連携７年間の教育プログラムを導入し、 進路に応じた学習を進めていく。

情報会計科は、 先端の商業教育に挑戦し、 オンラインショッピングモールを運営している。 工学科は、 「先

端工学コース」 「ものづくりコース」 加え、 令和２年度より 「インテリアデザインコース」 がスタートする。 工

学科の就職希望内定率は毎年１００％を達成している。 また、 「クラブをするなら山陽」 といわれるように、

クラブは大変盛んである。全国大会にはハンドボール、女子サッカー、ホッケー、陸上、空手などが出場し、

また和太鼓部は日本代表として （２０１９年） ポルトガル公演を行った。

中学３年生

中学１・２年生

①県内での自分の位置を知ろう

広島県全県模試は県内最多の受験生が受ける模試です。

今年の受験生全体でどれくらいの位置にいるかがわかります。

②志望校合格可能性診断以外のところも参考にしよう

③公式サイトで簡易診断してみよう

公式サイトの 「志望校診断」 ページでは、 全

県模試で選択できる学校について、 合格可

能性診断のWeb簡易バージョンが利用できるようになっています。 気になる学校 ・

学科を入力し、 全県模試の５教科合計点または３教科合計点の偏差値を入力し

て、 「志望校検索/診断」 ボタンを押すと、Ａ～Ｄまでの簡易診断が表示されます。

http://www.zenkenmoshi.info

広島県内全県模試

志望校診断ではなく 「志望校合格可能性ガイド」 が表示されています。

今回のテスト結果と、今後目標になりそうな高校がわかるようになっていますので、

志望校を絞り込んでいく際の参考になります。

２０２０年公立高校入試に向けて

広島県公立高校入試  傾向と対策

問題の難易度差が大きくなり、 「定義」

や 「性質」 を重視した作問が特徴で

ある。

●大問1で確実に得点するためにも、計算・

１行問題の徹底で基礎力をつける。

●読解が求められる文章題対策に力を入

れる。

●「関数」 「図形」 「メジアン ・ モード」 「制

動距離」 など

「日本語記述」 がなくなり、 「単語補充」

が増えた。

●読解のテーマは現代社会の関心事や課

題を反映したものが定番である。

※地方創生 ・ 過疎化への取り組み （若者

が地元に残る活動など）

正確な知識と図版や資料の読み取り、

関連付けが求められる。

●実験や観察の手順や内容、 結果の考察

に関する問題を重点的に確認。

●「完答」 問題が多いため、 用語の説明

や原理原則の正確な理解が必要。 　

●地学の計算が難化すると思われる。

※注目問題 ： 「飽和水蒸気量」 「地震」 「対

照実験」

記述の配点が60％と、 年々減少傾向

にある。 思考力系記述が減り、 知識

の活用が主流に。

●知識の習得と問題処理のスピードが不可

欠である。 一問一答形式での基礎知識

の定着が最優先課題。

※記述問題の一例 ： 「消費税率引き上げ」

「フェアトレード」 「CSR」 「BRICS」 「ワーク

ライフ ・ バランス」 「促成栽培」 「モノカ

ルチャー経済」

「言語事項」「記号・書き抜き問題」「古

典」 での失点を最小限に抑える。

●作文は 「複数の資料の読み取り＋意見」

が定番。 いろいろなタイプ

の問題で練習する必要が

ある。

①最後まであきらめず、 部分点をねらいましょう。 

②記述問題が増えても、 一問一答の知識は必要です。

数 学

記述問題で
得点するために

国 語

社 会


